
 

第 114 回技術倫理協議会 議事録 

 

１. 日 時：2023 年 5 月 22 日（月） 13：00～14：45 

２. 場 所：オンライン会議（Zoom） 

３. 出席者（役職順／所属順、敬称略） 

出席者 

議長: 吉開範章  

副議長: 石川孝重 

幹事: 木下宏揚、横山真吾、鎌田潤一 

委員: 皆川勝、森下壮一郎、伊藤 和也、夏 恒、佐藤国仁、貴志公博、大場京子、

中野智仁、鈴木賢太 

事業担当理事：蘆立修一 

オブザーバー: 吉沢清晴 

事務局：木暮 賢司 

 

４．議題 

① 前回議事録(案)について(審議) (技倫資料114-2-[12]) 

② 公開シンポジウムの議題について(資料無し) 

③ 会員学協会活動報告について(報告) 

④ その他 

 

 ５．議事 

① 前回議事録(案)について（審議）（技倫資料114-3-1，114-3-2） 

② 事例集及びミニ講義の実施 

③ 公開シンポジウムの課題案の議論 

（１） 前回に出されたテーマ案 

（２）AI の著作権 

（３）新技術の導入と再教育 

（４）最近の AI 報道のあり方 

（５）他学協会、大学での生成系 AI に関する対応 

（６）AI に関する最新トピック 

（７）AI と倫理を考えるための個別意見 

④ 会員学協会活動報告について（報告）（技倫資料113-5） 

⑤ 次回第114回以降協議会日程について（審議）（資料なし） 

・第115回：2023年6月19日（月） 

＊時間：13:00 ～ 14:30  

＊場所：Zoom 

 

 

 



第 114 回技術倫理協議会（2023 年 5 月 22 日）会員学協会活動報告 

 学協会名 報告概要 

1 公正研究推進協会 

3 月 20 日（月）以降、理工学分科会は開催されていない。引き続き、

ワーキンググループごとに、倫理教材の新単元について、査読・執筆・

内容検討を進めている。「機微技術に関する倫理」の執筆開始にあた

り、5 月 23 日（火）に平井宏治先生（株式会社アシスト代表、一般社

団法人日本戦略研究フォーラム政策提言委員）による講演会を予定して

いる。また、6 月 12 日（月）に理工学分科会を予定している。 

2 電気学会 ・5/11 に倫理委員会技術者倫理事例集第 3 集 WG を開催 

3 電子情報通信学会 

- 倫理綱領検討小委員会において生成系 AI に関する会長声明案を起草

（現在理事会に諮っており 6 月初旬に公開予定） 

- 4/27 声明案起草にかかる生成系 AI 勉強会を実施（講師：中央大学理

工学部 田口善弘 先生） 

- 情報処理学会との共同制作の倫理事例集を一部公開（今後漸次追加予

定） https://www.ieice.org/jpn_r/about/rinrikoryo/code6.html 

4 土木学会 

8 回シリーズの継続的契約管理セミナーが 4 月 18 日に終了。その後，

特に活動はなし。 

講演資料等については https://committees.jsce.or.jp/rinri/にある。 

5 日本化学会  

6 日本機械学会 第 111 回技術倫理協議会の後の新しい活動なし 

7 日本技術士会 

1.倫理委員会 

①今月は開催なし。 

②技術士倫理綱領改定の経緯をまとめた報告書作成中。 

③次期体制への引継ぎ準備中。 

2.今後の予定 

①第 12 回倫理委員会(今期最終回) 2023 年 5 月 31 日(水)15:00～17:00 

②日本技術士会役員（理事）の任期が本年 6 月で満了となる。 

 当技術倫理協議会委員も交代となるため、6 月中に後任委員を紹介さ

せていただく予定。 

8 日本原子力学会 
倫理委員会を開催した。秋の大会で企画セッションをすすめている。ダイ

バーシティ委員会より委員構成について要望が出た。 

9 日本建築学会 

・2 月 15 日に倫理実践検討小委員会が開催され、「本会倫理委員会の活

動系譜の整理と、今後の活動方針（案件）について検討を行った。 

・3 月 27 日に倫理委員会が開催され、小委員会・ＷＧの活動報告と、

次期倫理委員会について検討を行った。 

10 日本工学教育協会 

・第 71 回年次大会・研究講演会におけるオーガナイズドセッションの

開催準備（2023/9/8） 

・調査研究活動「社会の福利を志向する技術者育成（ポジティブエンジ

ニアリング教育）の可能性の検討」2022/10～2023/9 

・新年度に合わせた委員会編成の調整、新メンバーの委嘱 

・今年度のワークショップ開催検討 



 学協会名 報告概要 

・研究倫理啓発教材開発検討 

・第 2 回委員会 5/10 開催 

11 日本非破壊検査協会  

12 
日本マリンエンジ 

アリング学会 

 

（以上） 


